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前回審議会での委員指摘事項 
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本文
貢 

箇所 
指摘事項 内容 

対応方針 内容 

① ３ 
1 河川の総合的な保全と利用に
関する基本方針 

（１）流域及び河川の概要 

指摘事項 河口部における種の記述が不足しているのではないか。 

対応方針 修文（河口部の種を追記） 

② ６ 
（２）河川の総合的な利用と保全

に関する基本方針 
 ウ．河川環境の整備と保全 

指摘事項 
河口部も含めた表現とすること。 
干潟の維持に関する記述を追加すること。 

対応方針 
修文（河口部の記述及び山林、干潟の保全に関する記述を追
加） 

③ 8 
（３）主要な地点における計画高

水位及び計画横断形に係る
川幅に関する事項 

指摘事項 
「必要に応じて拡幅等を行い」の後には「安全性の確保に努
めます」との文言が入るべきではないか。 

対応方針 修文（記載内容を修正） 

④ 基本方針規模に対する整備について 

指摘事項 
男里川の河口には干潟環境がある。基本方針規模に対する整
備では河口部の掘削等が必要になるのか。 

対応方針 
男里川については、現況で1/200の外力に対しても浸水被害
が生じないため、基本方針規模に対して河口部の掘削等改修
は不要である。 

⑤ 
基本高水のピーク流量の算定方法及び算
定結果について 

指摘事項 
合理式による基本高水のピーク流量と氾濫解析に用いている
（合成合理式による）ピーク流量の算定結果を確認すること。 

対応方針 

金熊寺川合流後の流量について整理し、基本高水のピーク流
量の設定値の妥当性を確認。 
・合理式：846.1ｍ3/s 
・合成合理式：820.9ｍ3/s 



前回審議会での委員指摘事項と対応方針 
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指摘事項 対応 

① 河口部における種の記述が不足しているのではないか。 
本文p.３  
 1 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 
 （１）流域及び河川の概要 

①修文 
 河口部の種を追記 
 

修正前（H28 第3回審議会資料） 修正後（案） 

 また、男里川河口には大阪府内唯一の天然干潟が形成さ
れており、野鳥や海の生物など貴重な生物の生息地となっ
ています。 

 また、男里川河口には大阪府内唯一の天然干潟が形成さ
れており、野鳥や海の生物など貴重な生物の生息地となっ
ています。河口中洲のヨシ原では、フトヘナタリやクリイ
ロカワザンショウ、ハクセンシオマネキ、ユビアカベンケ
イガニ、アシハラガニ等が多く見られます。鳥類では、ズ
グロカモメ、イカルチドリ、メダイチドリ、ソリハシシギ、
キアシシギ、トウネン、キョウジョシギなどが見られます。
ほかにも全国的にも希少とされるイボウミニナ、ヘナタリ、
ウモレベンケイガニなども断続的に確認されています。 

指摘事項 対応 

② 河口部も含めた表現とすること。 
  干潟の維持に関する記述を追加すること。 
本文p.６  
 （２）河川の総合的な利用と保全に関する基本方針 
  ウ．河川環境の整備と保全 

②修文 
 河口部の記述及び山林、干潟の保全に関する記述を追加 

修正前（H28 第3回審議会資料） 修正後（案） 

 特に、良好な自然環境が残る中・上流部では、流域市の
農地の保全施策等と連携し、自然河岸や河畔林の保全に努
め、動植物の生息・生育環境を保全・創出していきます。 

 特に、良好な自然環境が残る中・上流部や河口部では、
流域市の農地の保全施策等と連携し、自然河岸、河畔林、
山林、干潟等の保全に努め、動植物の生息・生育環境を保
全・創出していきます。 
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指摘事項 対応 

③ 「必要に応じて拡幅等を行い」の後には「安全性の確
保に努めます」との文言が入るべきではないか。 

本文p.８  
 （３）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に

係る川幅に関する事項 

③修文 
 記載内容を修正 

修正前（H28 第3回審議会資料） 修正後（案） 

 主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概
ねの川幅は、次表の通りとします。また、河川工事の実施
にあたり、河道横断形については現況の形状を尊重した上
で必要に応じて拡幅等を行い、適正な河川環境の保全に配
慮したものとします。 

 主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概
ねの川幅は、次表の通りとします。また、河川工事の実施
にあたり、河道横断形については現況の形状を尊重した上
で必要に応じて拡幅等を行い、安全性の確保に努めます。
その際には適正な河川環境の保全に配慮したものとします。 

指摘事項 対応 

④ 基本方針規模に対する整備について 
 
男里川の河口には干潟環境がある。 
基本方針規模に対する整備では河口部の掘削等が必要にな
るのか。 
 

男里川については、現況で1/200の外力に対しても浸水被
害が生じないため、基本方針規模に対して河口部の掘削等
改修は不要である。 

指摘事項 対応 

⑤ 基本高水のピーク流量の算定方法及び算定結果につい
て 

 
 
合理式による基本高水のピーク流量と氾濫解析に用いてい
る（合成合理式による）ピーク流量の算定結果を確認する
こと。 
 

金熊寺川合流後の流量について整理し、基本高水のピーク
流量の設定値の妥当性を確認。 
・合理式：846.1ｍ3/s 
・合成合理式：820.9ｍ3/s 
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（指摘事項④） 

 男里川の河口には干潟環境がある。基本方針規模に対する整備では河口部の掘削
等が必要になるのか。 

（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する
事項 

 基本高水は100年に一度程度発生する規模の降雨で発生する洪水
を対象とし、そのピーク流量は基準点「男里川橋」において
850m3/sとし、これを河道へ配分します。 
 
（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項 
 男里川における計画高水流量は、基準点「男里川橋」において
850m3/sとします。 

 

1/100年確率降雨（79.3ミリ/hr、309.0ミリ/24hr） 
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浸水なし 

浸水なし 

時間雨量53.8ミリ（1/10年） 時間雨量79.3ミリ（1/100年） 

時間雨量66.1ミリ（1/30年） 時間雨量86.9ミリ（1/200年） 

床下浸水 

床上浸水 

床下浸水 

床上浸水 

床下浸水 

床上浸水 

床下浸水 

床上浸水 

浸水なし 

浸水なし 

男里川の現況評価（H27.3.2 治水専門部会資料より） 

（対応④） 
 男里川については、現況で1/200の外力に対しても浸水被害が生じないため、
基本方針規模に対して河口部の掘削等改修は不要である。 



前回審議会での委員指摘事項と対応方針 

7 

（指摘事項⑤） 

 合理式による基本高水のピーク流量と氾濫解析に用いている（合成合理式による）
ピーク流量の算定結果を確認すること。 

流出係数は、流域における将来の土地利用面積比により算定。 

 ・宅地：ｆ＝0.80、耕地：ｆ＝0.70、山地：ｆ＝0.70、池：ｆ＝1.00 

合理式による男里川水系の流出計算結果（1/100年） 

流出係数 
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合成合理式による流出計算結果（金熊寺川合流後地点） 

（対応⑤） 

 金熊寺川合流後の流量について整理し、基本高水のピーク流量の設定値の妥
当性を確認。（合理式：846.1ｍ3/s、合成合理式：820.9ｍ3/s） 

流量（m3/s） 最小単位（m3/s） 

100未満 

100以上～500未満 

500以上～1,000未満 

1,000以上 

5 

10 

50 

100 

「中小河川計画の手引き（案）H11.9」より抜粋 

計画流量の表示方法 


